
進む次世代エネルギーの研究開発 なぜ、私たち建築工房クームは、
地球環境を考えているのか？去年の原油高騰で日本国民は、日本のエネルギー問題を実感したのではないでしょうか？エネルギー資源の少な

い日本は、輸入への依存度が高く、不安定な供給の中にあります。加えて、地球温暖化問題に関して、有効な対

策も打てずに今日に至っています。ですが、ここ数年の研究開発の進歩は、目紛しいモノがあります。そこで、

今回はそんな未来に向けての様々な次世代エネルギーの研究開発の中でも『菌』に関しての現状をご紹介します。
なぜ、この組新聞で地球環境に関する記事を皆様にお読み頂いているのか？それは、私たちは『住まい』と

いうカタチの他に『暮らし』をご提供していると考えているからです。住まいでの生活も重要ですが、窓か

ら見える緑や雪など四季を愛でることも暮らしと言えます。住まいの中だけで引き蘢って生活する訳ではあ

りません。やはり、地球環境があっての私たちの暮らしと考えます。しかし、大きなことができる訳ではあ

りませんから、できることで地球環境に貢献　　できることを考えて行きたいと想っています。

緑の持つ自然の癒しがある暮らしは、ほっとする時を与えてくれます。ふと窓の外に緑が風に揺れているのをしば

し眺めてスローな休日という贅沢な時間を楽しめます。そして、二酸化炭素を吸収してくれる他にも、緑の周りは

温度が下がるなど地球環境にもやさしくなります。小さなことかも知れませんが、みんなの住まいにちょっとづつ

緑があれば、やさしい地域になるでしょう。街に緑が溢れて心とカラダと地球にやさしい環境づくりが出来るので

はないでしょうか？まずは、お庭に小さな森を。それが、私たちの提案する『ぐりくりの森』です。
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下は、花壇として楽しめるスペースがあります。自分たちのア
レンジで個性ある『ぐりくりの森』と変化してゆくのが楽しみ
ですねっ。

駐車スペースに車止めの役目も果た
す枕木。ただ、車止めの要素だけで
はなく、凹凸の表情を付けて、雰囲
気づくりにも役立つポイントに。そ
して植木の脇に数カ所ライトを設置。
夜になると火が灯り、また違った表
情を見せてくれます。

枕木のベンチを設置。今は、土が見えていますが、のちに芝生を植える予定。
こんな素朴感いっぱいのお庭でバーベキュー。子供たちの笑い声が聞こえ
てきそうですねっ。遊び心も忘れず、用途とニュアンスを大切にしたお庭
となります。

次世代エネルギーの対応も考えた提案
低温水パネル暖房システム LOCO
燃料電池など次世代エネルギー開発が盛んに行われ、実用化の現実味が増しています。

当然、実用化となれば、住まいに関しても利用されることでしょう。私たちの生み出す

住まいは、従来の 35 年程暮らすというモノではなく、100 年も暮らせる性能のある住ま

いです。ですから、十分に次世代エネルギーが実用化されることが考えられます。そうなっ

た場合、例えば暖房をその次世代エネルギーで行いたいとなった場合、配管や暖房器具

を取り替えるとなれば、大きな改修工事でコストもかかると思います。しかし、私たち

がお薦めしている低温水パネル暖房システムの LOCO であれば、大きな改修工事やパネ

ル暖房機器の買替えが必要無く、ボイラー部分を買替えるコストで済むのです。何故、

それだけで済むのか？それは、住まいを回っている温水の配管は、熱交換器によるもので、

密閉された管を回っています。ですから、熱交換さえできる状態になれば、容易に別の

ボイラーに対応できるのです。日々目紛しく進歩するエネルギーの研究開発を見据えた

住まいづくりも重要な要素と私たち建築工房クームは考えます。

ザイモモナス菌

バイオエタノール

今までバイオエタノールは、食用にも使えるモノから抽出される為、食料危機などの新たな問題に発展

してしまう恐れがありました。しかし、その問題をクリアできそうな新たなバイオエタノールを生み出

す方法が開発されています。それは、『菌』。ザイモモナス菌というテキーラを作る時に使う発酵菌です。

この発酵菌を遺伝子工学の技術で通常の５倍ものエタノール生産速度になるスーパー発酵菌を生み出す

ことに成功しています。このことで、従来のトウモロコシなど食用に使えるモノを使うのではなく、廃

材や廃紙を利用して、エタノールを作ることが可能と成っています。

ヒドロゲナーゼ

水素

現在、次世代エネルギーで最も現実性のあるモノは、燃料電池と言われています。燃料電池は、水素と酸素から構

成するモノです。水素単体では、地球上に存在しません。ですから、水素化合物から水素を作る必要があります。

しかし、これではコストがかかり過ぎるという問題があります。その水素を生み出す『菌』が存在することが分か

りました。それが、左記の画像のヒドロゲナーゼという菌です。この菌を使うことでコストを抑えることができれば、

問題解決と成る為、次世代エネルギーの現在最も実現性があると言われています。
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